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平
成
29
年
度
予
算
は
、
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
的
課
題

に
は
一
定
の
成
果
が
表
れ
た
年
で
あ
っ
た
。

　

子
ど
も
の
学
力
は
、
授
業
が
わ
か
る
、
勉
強
が

好
き
と
答
え
る
子
ど
も
の
割
合
も
増
え
た
。
健
康

面
で
は
、
ベ
ジ
タ
べ
ラ
イ
フ
に
よ
る
糖
尿
病
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
等
に
よ
り
健
康
寿
命
で
は
都
と
２

歳
ほ
ど
あ
っ
た
差
が
縮
ま
っ
た
。
子
ど
も
の
貧
困

対
策
で
は
、
居
場
所
を
兼
ね
た
学
習
支
援
は
拡
大

し
、
子
ど
も
食
堂
に
つ
い
て
も
開
設
は
伸
び
て
い

る
。
こ
う
し
た
事
業
は
、
我
が
党
の
要
望
が
数
多

く
反
映
さ
れ
区
民
の
生
活
向
上
に
つ
な
が
る
事
業

で
あ
り
、
高
く
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

決
算
状
況
を
見
る
と
、
歳
入
は
好
調
な
企
業
業

績
に
支
え
ら
れ
財
政
調
整
交
付
金
は
１
千
４
億
円
、

特
別
区
税
は
納
税
義
務
者
の
増
等
に
よ
り
７
億
円

増
の
479
億
円
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
財
政
調
整
交

付
金
は
景
気
状
況
に
左
右
さ
れ
、
地
方
法
人
住
民

税
の
国
税
化
も
あ
り
、
今
後
は
楽
観
で
き
な
い
状

況
が
続
く
。
歳
出
に
お
い
て
は
、
扶
助
費
は
前
年

に
比
べ
15
億
円
増
の
１
千
51
億
円
と
高
齢
化
の
進

展
に
よ
り
更
な
る
増
加
は
避
け
ら
れ
な
い
。
こ
の

よ
う
な
厳
し
い
状
況
か
ら
行
政
改
革
の
推
進
と
と

も
に
、
Ａ
Ｉ
化
や
協
創
の
深
化
等
も
含
め
改
革
を

進
め
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

本
年
は
大
阪
北
部
地
震
、
西
日
本
豪
雨
、
北
海

道
胆
振
東
部
地
震
、
連
続
し
た
大
型
台
風
等
「
災

害
多
発
時
代
」
に
入
っ
て
お
り
、
災
害
対
策
は
最

重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　

本
決
算
特
別
委
員
会
で
要
望
の
あ
っ
た
高
齢
者

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
助
成
、
小
・

中
学
校
の
体
育
館
と
調
理
室
の
冷
房
化
の
推
進
、

登
下
校
中
の
子
ど
も
の
安
全
安
心
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
い
じ
め
・
不
登
校
対
策
、
障
が
い
者
施

策
の
推
進
等
、
区
政
全
般
に
渡
り
多
く
の
提
案
・

要
望
、
指
摘
事
項
に
つ
い
て
は
、
区
民
の
声
と
し

て
真
摯
に
受
け
止
め
、
平
成
31
年
度
予
算
に
反
映

し
、
ど
こ
ま
で
も
区
民
の
目
線
に
立
っ
て
区
政
の

執
行
に
当
た
る
よ
う
に
要
望
す
る
。

　

平
成
29
年
度
予
算
は
、
「
今
、
協
働
の
そ
の
先

へ
。
協
創
へ
の
１
ｓ
ｔ
（
フ
ァ
ー
ス
ト
）
ス
テ
ッ

プ
」
と
銘
打
ち
、
区
の
取
り
組
む
べ
き
施
策
を
４

つ
の
視
点
、
７
つ
の
柱
立
て
、
16
の
施
策
群
に
よ

っ
て
体
系
的
に
整
理
し
た
新
基
本
計
画
の
初
年
度

と
し
て
、「
治
安
、
学
力
、
健
康
、
貧
困
の
連
鎖
」

の
４
つ
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
的
課
題
の
解
消
や
、
少

子
・
超
高
齢
社
会
の
進
展
な
ど
の
社
会
状
況
の
変

化
か
ら
生
じ
る
複
雑
・
困
難
な
課
題
解
決
の
た
め
、

将
来
の
区
の
姿
を
視
野
に
入
れ
、
持
続
可
能
な
行

政
運
営
を
行
う
た
め
の
予
算
で
あ
っ
た
。

　

平
成
29
年
度
決
算
は
、
一
般
会
計
で
歳
入
総
額

２
千
796
億
円
余
、
対
前
年
度
比
79
億
円
余
で
2.76
％

の
減
額
。
歳
出
総
額
は
２
千
720
億
円
余
、
対
前
年

度
比
74
億
円
余
で
、
2.66
％
の
減
額
と
な
っ
た
。
決

算
全
体
と
し
て
は
、
経
常
収
支
比
率
は
77.6
％
、
対

前
年
度
比
1.1
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
た
も
の
の
、
４
年

連
続
で
80
％
を
下
回
り
、
実
質
収
支
額
73
億
円
余

と
、
引
き
続
き
適
正
な
水
準
の
範
囲
内
を
推
移
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
特
別
区
民
税
の
収
納
率
は
94.6
％
、
対
前

年
度
比
2.0
ポ
イ
ン
ト
増
加
す
る
な
ど
、
区
税
や
各

種
保
険
料
な
ど
の
収
納
率
の
向
上
や
滞
納
対
策
の

取
り
組
み
も
評
価
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
自
主
財
源
の
根
元
た
る
べ
き
区
税
収

入
は
、
こ
こ
数
年
増
加
傾
向
で
は
あ
る
が
、
自
主

財
源
の
安
定
的
な
確
保
と
い
う
点
で
は
、
引
き
続

き
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
財
政
指
標
は
改
善
し
て

い
る
も
の
の
、
内
容
は
厳
し
い
も
の
と
受
け
止
め

ざ
る
を
得
な
い
。
今
後
、
自
主
財
源
の
安
定
的
な

確
保
に
向
け
て
積
極
的
に
邁
進
し
、
よ
り
効
率
的
・

効
果
的
な
行
財
政
運
営
に
全
庁
挙
げ
て
取
り
組
ん

で
い
か
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

最
後
に
、
今
後
と
も
、
さ
ら
に
魅
力
あ
ふ
れ
る

足
立
区
を
築
き
上
げ
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
と

と
も
に
、
次
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、

様
々
な
提
案
及
び
要
望
事
項
を
尊
重
し
、
そ
の
実

現
に
向
け
て
努
力
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

区
は
、
特
別
区
民
税
や
各
種
交
付
金
の
回
復
傾

向
の
も
と
、
協
創
理
念
に
基
づ
く
足
立
区
地
区
環

境
整
備
計
画
、
住
生
活
基
本
計
画
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
ビ
ジ
ョ
ン
等
の
各
種
の
行
政
計
画
の

策
定
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
貧
困
対

策
「
未
来
へ
つ
な
ぐ　

あ
だ
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
、

健
康
寿
命
延
伸
、
孤
立
ゼ
ロ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
区

内
各
所
の
エ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
、
施
錠
義
務
化
等
自

転
車
盗
対
策
、
学
校
ト
イ
レ
改
修
や
特
別
支
援
教

室
設
置
、
東
京
女
子
医
大
東
医
療
セ
ン
タ
ー
建
設

の
条
件
整
備
、
鉄
道
立
体
化
等
の
事
案
に
着
実
に

取
り
組
ん
だ
こ
と
を
高
く
評
価
す
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
「
協
創
」
が
子
ど
も
食
堂
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
や
千
住
の
空
き
家
対
策
に
と
ど
ま

ら
ず
、
ま
ち
づ
く
り
や
大
学
病
院
の
建
設
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
、
学
校
跡
地
の
利
活

用
等
、
よ
り
多
く
の
区
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め

の
理
念
そ
し
て
手
法
と
し
て
さ
ら
に
広
が
る
こ
と

を
期
待
す
る
。

　

ま
た
、
統
一
的
な
基
準
に
よ
る
決
算
財
務
書
類

を
作
成
し
て
い
る
こ
と
は
評
価
す
る
が
、
財
調
基

金
の
増
減
の
み
を
反
映
さ
せ
る
実
質
単
年
度
収
支

は
指
標
と
し
て
の
限
界
が
あ
り
、
今
後
６
年
間
で

公
共
施
設
更
新
等
に
１
千
132
億
円
を
取
り
崩
す
予

定
で
積
み
立
て
た
基
金
に
つ
い
て
は
、
よ
り
丁
寧

な
説
明
手
法
の
工
夫
と
中
期
財
政
計
画
へ
の
実
質

的
な
反
映
を
望
む
。

　

私
た
ち
会
派
か
ら
は
、
学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
、
学
童
保
育
の
待
機
解
消
、
地
下
鉄
８

号
線
沿
線
開
発
、
指
定
管
理
施
設
の
防
災
対
策
、

区
育
英
資
金
の
意
義
、
先
進
安
全
自
動
車
へ
の
助

成
、
協
創
に
つ
い
て
の
取
組
み
推
進
、
国
民
健
康

保
険
の
滞
納
対
策
、
子
ど
も
議
会
の
評
価
、
が
ん

検
診
の
受
診
率
向
上
、
各
種
の
区
民
相
談
の
周
知
、

福
祉
事
務
所
の
困
窮
者
へ
の
対
応
等
に
つ
い
て
指

摘
し
た
。
今
後
の
区
政
運
営
や
来
年
度
の
予
算
編

成
、
さ
ら
に
は
職
員
一
人
ひ
と
り
の
接
遇
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
反
映
す
る
よ
う
求
め
、
討
論
と
す
る
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
補
正
予
算
で
一
般
会

計
に
39
億
円
も
繰
り
戻
す
結
果
と
な
っ
た
。
７
億

６
千
万
円
あ
れ
ば
値
上
げ
を
し
な
い
で
済
ん
だ
の

に
、
23
区
で
一
番
高
い
保
険
料
に
し
た
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
到
底
容
認
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

　

一
般
会
計
決
算
で
の
基
金
は
、
史
上
空
前
の
１

千
523
億
円
。
基
金
そ
の
も
の
は
否
定
し
な
い
が
、

本
来
や
る
べ
き
施
策
を
行
わ
ず
、
区
民
に
負
担
を

押
し
付
け
る
姿
勢
と
あ
り
方
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

子
ど
も
分
野
は
、
学
童
保
育
の
計
画
的
増
設
を

拒
否
、
新
た
な
公
立
保
育
園
潰
し
に
進
も
う
と
し
、

適
正
規
模
の
高
野
小
さ
え
も
統
廃
合
し
、
新
田
学

園
第
二
校
舎
は
一
堂
に
会
し
て
避
難
で
き
な
い
の

に
安
全
だ
と
強
弁
す
る
姿
勢
、
学
力
テ
ス
ト
は
実

質
的
に
通
過
率
で
ラ
ン
ク
付
け
し
、
子
ど
も
を
テ

ス
ト
漬
け
に
す
る
実
態
も
改
め
よ
う
と
し
な
い
。

　

い
ま
だ
に
高
放
射
線
量
が
区
民
に
測
定
・
通
知

さ
れ
て
い
る
の
に
、
通
報
が
な
け
れ
ば
動
こ
う
と

せ
ず
、
真
に
子
ど
も
た
ち
の
健
康
・
安
全
を
守
ろ

う
と
い
う
姿
勢
と
は
い
え
な
い
。

　

ま
た
、
江
東
五
区
の
大
規
模
水
害
広
域
避
難
計

画
で
は
自
助
を
強
調
し
、
区
民
の
心
配
は
増
し
て

も
ど
こ
に
避
難
し
た
ら
い
い
か
も
分
か
ら
な
い
。

外
部
委
託
で
は
、
事
業
者
が
決
ま
ら
な
い
危
険
性

に
直
面
し
、
事
業
の
継
続
性
が
懸
念
さ
れ
、
綾
瀬

や
千
住
の
ま
ち
づ
く
り
で
も
大
手
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

の
都
合
で
住
民
の
願
い
等
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
災
害
や
熱
中
症
対
策
、
介
護
事
業
所

の
定
着
支
援
、
障
害
者
虐
待
、
医
療
的
ケ
ア
児
、

児
童
虐
待
、
教
員
多
忙
化
対
策
や
違
法
生
コ
ン
工

場
、
西
新
井
駅
改
善
等
は
待
っ
た
な
し
で
あ
る
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
均
等
割
値
上
げ

に
よ
り
平
均
３
千
円
値
上
げ
、
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
も
特
例
軽
減
の
廃
止
に
よ
り
高
齢
者
に

負
担
増
が
押
し
付
け
ら
れ
た
結
果
で
あ
り
、
容
認

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
生
存
権
を
脅
か
す
よ
う

な
保
険
料
負
担
の
あ
り
方
に
抗
し
、
真
に
区
民
に

寄
り
添
っ
た
姿
勢
に
立
つ
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

会派名

区分

足立区議会
自由民主党

足立区議会
公　明　党

日本共産党
足立区議団

足立区議会
立憲・民主の会

一 般 会 計 認　定 認　定 不認定 認　定

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 認　定 認　定 不認定 認　定

介 護 保 険 特 別 会 計 認　定 認　定 不認定

不認定

認　定

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 認　定 認　定 認　定

決 算 特 別
委 員 会 の
討論（要旨）

　
　
　
◎
委
員
長 

／ 

○
副
委
員
長

◎
た
　
だ
　
　
太
　
郎
　
委
員

○
佐
々
木
　
　
ま
さ
ひ
こ
　
委
員

○
ぬ
か
が
　
　
和
　
子
　
委
員

　
長
　
澤
　
　
興
　
祐
　
委
員

　
伊
　
藤
　
　
の
ぶ
ゆ
き
　
委
員

　
高
　
山
　
　
の
ぶ
ゆ
き
　
委
員

　
吉
　
岡
　
　
　
　
茂
　
委
員

　
新
　
井
　
　
ひ
で
お
　
委
員

　
せ
ぬ
ま
　
　
　
　
剛
　
委
員

　
さ
　
の
　
　
智
恵
子
　
委
員

　
吉
　
田
　
　
こ
う
じ
　
委
員

　
た
が
た
　
　
直
　
昭
　
委
員

　
渕
　
上
　
　
　
　
隆
　
委
員

　
前
　
野
　
　
和
　
男
　
委
員

　
山
　
中
　
　
ち
え
子
　
委
員

　
西
の
原
　
　
え
み
子
　
委
員

　
は
た
の
　
　
昭
　
彦
　
委
員

　
お
ぐ
ら
　
　
修
　
平
　
委
員

　
米
　
山
　
　
や
す
し
　
委
員

　
土
　
屋
　
　
の
り
こ
　
委
員

　
市
　
川
　
　
お
さ
と
　
委
員

ま
い
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